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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月28日(2014.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｚ－Ａｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体又は下記一般式Ｖの水酸化二金(I)錯体：
【化１】

（式中、基Ｚは、各存在について同一でも異なってもよい２電子供与配位子であり；Ａ－

は、触媒としての陰イオンである）の使用。
【請求項２】
　前記錯体を、ニトリルの水和、エニンの骨格転位、エニンのアルコキシ環化、アルキン
水和、マイヤー・シュスター反応、アリル性アセテートの３,３’転位、プロパギル性ア
セテートの環化、ベックマン転位及びヒドロアミノ化からなる群より選択した変換を実施
するための触媒として若しくは触媒の現場生産用に使用する請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記錯体が一般式Ｖのものであり、前記陰イオンＡ－をＢＦ４

－、ＰＦ６
－、ＳｂＦ６

－、[Ｂ{Ｃ６Ｈ３(ＣＦ３)２}４]－及び[Ｂ(Ｃ６Ｆ５)４] －からなる群より選択する請
求項１又は２に記載の使用。
【請求項４】
　前記基Ｚをカルベン２電子供与配位子、ホスフィン２電子供与配位子及びホスファイト
２電子供与配位子からなる群より選択する請求項１～３のいずれか１項に記載の使用。
【請求項５】
　前記基Ｚを１個以上のヘテロ原子を有する環式又は非環式カルベン、トリフェニルホス
フィン、置換トリフェニルフェニルホスフィン、トリフェニルホスファイト及び置換トリ
フェニルホスファイトからなる群より選択する請求項４に記載の使用。
【請求項６】
　前記基Ｚが、窒素含有複素環式カルベン配位子である請求項５に記載の使用。
【請求項７】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が、環中に２個以上の窒素原子を含有する及び/
又は環中に少なくとも１個のＯ又はＳを含有する請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が、
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【化２】

（式中、基Ｒは同一でも異なってもよく、基Ｒ１は存在する場合同一でも異なってもよく
、環中の点線は任意の不飽和を表し、任意で環中の１個以上の炭素原子がＯ又はＳで置換
されており；
該Ｒ及びＲ１は、各存在について独立して、Ｈ、置換若しくは未置換であり得る一級又は
二級アルキル基（例えばＣ１－Ｃ１０、より適切にはＣ１－Ｃ４）、置換若しくは未置換
フェニル、置換若しくは未置換ナフチル、置換若しくは未置換アントラセニル、又はハロ
、ヒドロキシル、スルフヒドリル、シアノ、シアナト、チオシアナト、アミノ、ニトロ、
ニトロソ、スルホ、スルホナト、ボリル、ボロノ、ホスホノ、ホスホナト、ホスフィナト
、ホスホ、ホスフィノ及びシリルオキシからなる群より選択される官能基から選択される
）の形状のものである請求項６又は７に記載の使用。
【請求項９】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が、環中に各々がカルベン炭素に隣接する２個の
窒素原子を有する請求項７に記載の使用。
【請求項１０】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が
【化３】

（式中、基Ｒ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は同一でも異なってもよく、環中の点線は任意
で不飽和を表し、その場合Ｒ１及びＲ２は存在せず；
該Ｒ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４の各々は、各存在に対して独立して、Ｈ、置換若しくは
未置換であり得る一級又は二級アルキル基（例えばＣ１～Ｃ１０、より適切にはＣ１～Ｃ
４）、置換若しくは未置換フェニル、置換若しくは未置換ナフチル、置換若しくは未置換
アントラセニル、又はハロ、ヒドロキシル、スルフヒドリル、シアノ、シアナト、チオシ
アナト、アミノ、ニトロ、ニトロソ、スルホ、スルホナト、ボリル、ボロノ、ホスホノ、
ホスホナト、ホスフィナト、ホスホ、ホスフィノ及びシリルオキシからなる群より選択さ
れる官能基から選択される）の形状を有する請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が、下記式Ｉ～ＩＶ：
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【化４】

（式中、各基Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、各存在について独立して、Ｈ、置換若しくは未置換
であり得る一級又は二級アルキル基、置換若しくは未置換フェニル、置換若しくは未置換
ナフチル、置換若しくは未置換アントラセニル、又はハロ、ヒドロキシル、スルフヒドリ
ル、シアノ、シアナト、チオシアナト、アミノ、ニトロ、ニトロソ、スルホ、スルホナト
、ボリル、ボロノ、ホスホノ、ホスホナト、ホスフィナト、ホスホ、ホスフィノ及びシリ
ルオキシからなる群より選択した官能基から選択され；Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０及びＲ１１は
、各存在について各々独立して、Ｈ、置換若しくは未置換アルキル基、置換若しくは未置
換アリール基、又は式（ＩＩ）及び（ＩＶ）ではそれらを担う炭素と一緒に置換若しくは
未置換の縮合４～８員炭素環又は置換若しくは未置換の縮合芳香族環、好ましくは縮合フ
ェニル環を形成し；Ｒ１２はアルキル又はシクロアルキルである）のいずれか一つの構造
を有する請求項１０に記載の使用。
【請求項１２】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が下記式

【化５】

のいずれか一つの構造を有する請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　前記水酸化金錯体が下記構造式
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【化６】

を有する請求項１又は２に記載の使用。
【請求項１４】
　前記水酸化金錯体が下記構造式
【化７】

を有する請求項１又は２に記載の使用。
【請求項１５】
　Ｚ－Ａｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体又は下記一般式Ｖの水酸化二金(I)錯体：
【化８】

（式中、基Ｚは、各存在について同一でも異なってもよい２電子供与配位子であり；Ａ－

は、陰イオンであり；ただしＡがＢＦ４
－である場合、両Ｚ基が同一でＰＲ３形状のホス

フィンであり、各Ｒ基はメシチルでない）。
【請求項１６】
　前記錯体が一般式Ｖのものであり、前記陰イオンＡ－をＢＦ４

－、ＰＦ６
－、ＳｂＦ６

－、[Ｂ{Ｃ６Ｈ３(ＣＦ３)２}４]－及び[Ｂ(Ｃ６Ｆ５)４] －からなる群より選択する請
求項１５に記載の錯体。
【請求項１７】
　前記基Ｚをカルベン２電子供与配位子、ホスフィン２電子供与配位子及びホスファイト
２電子供与配位子からなる群より選択する請求項１５又は１６に記載の錯体。
【請求項１８】
　前記基Ｚを１個以上のヘテロ原子を有する環式又は非環式カルベン、トリフェニルホス
フィン、置換トリフェニルフェニルホスフィン、トリフェニルホスファイト及び置換トリ
フェニルホスファイトからなる群より選択する請求項１７に記載の錯体。
【請求項１９】
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　前記基Ｚが窒素含有複素環式カルベン配位子である請求項１８に記載の錯体。
【請求項２０】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が、環中に２個以上の窒素原子を含有する及び/
又は環中に少なくとも１個のＯ又はＳを含有する請求項１９に記載の錯体。
【請求項２１】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が、
【化９】

（式中、基Ｒは同一でも異なってもよく、基Ｒ１は存在する場合同一でも異なってもよく
、環中の点線は任意の不飽和を表し、任意で環中の１個以上の炭素原子がＯ又はＳで置換
されており；
該Ｒ及びＲ１は、各存在について独立して、Ｈ、置換若しくは未置換であり得る一級又は
二級アルキル基（例えばＣ１－Ｃ１０、より適切にはＣ１－Ｃ４）、置換若しくは未置換
フェニル、置換若しくは未置換ナフチル、及び置換若しくは未置換アントラセニル、又は
ハロ、ヒドロキシル、スルフヒドリル、シアノ、シアナト、チオシアナト、アミノ、ニト
ロ、ニトロソ、スルホ、スルホナト、ボリル、ボロノ、ホスホノ、ホスホナト、ホスフィ
ナト、ホスホ、ホスフィノ及びシリルオキシからなる群より選択される官能基から選択さ
れる）の形状のものである請求項１９又は２０に記載の錯体。
【請求項２２】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が、環中に各々がカルベン炭素に隣接する２個の
窒素原子を有する請求項２０に記載の錯体。
【請求項２３】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が

【化１０】

（式中、Ｒ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は同一でも異なってもよく、環中の点線は任意で
不飽和を表し、その場合Ｒ１及びＲ２は存在せず；
該Ｒ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４の各々は、各存在に対して独立して、Ｈ、置換若しくは
未置換であり得る一級又は二級アルキル基（例えばＣ１～Ｃ１０、より適切にはＣ１～Ｃ
４）、置換若しくは未置換フェニル、置換若しくは未置換ナフチル、及び置換若しくは未
置換アントラセニル、又はハロ、ヒドロキシル、スルフヒドリル、シアノ、シアナト、チ
オシアナト、アミノ、ニトロ、ニトロソ、スルホ、スルホナト、ボリル、ボロノ、ホスホ
ノ、ホスホナト、ホスフィナト、ホスホ、ホスフィノ及びシリルオキシからなる群より選
択される官能基から選択される）の形状を有する請求項２２に記載の錯体。
【請求項２４】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が、下記式Ｉ～ＩＶ：
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【化１１】

（式中、各基Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、各存在について独立して、Ｈ、置換若しくは未置換
であり得る一級又は二級アルキル基、置換若しくは未置換フェニル、置換若しくは未置換
ナフチル、置換若しくは未置換アントラセニル、又はハロ、ヒドロキシル、スルフヒドリ
ル、シアノ、シアナト、チオシアナト、アミノ、ニトロ、ニトロソ、スルホ、スルホナト
、ボリル、ボロノ、ホスホノ、ホスホナト、ホスフィナト、ホスホ、ホスフィノ及びシリ
ルオキシからなる群より選択した官能基から選択され；Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０及びＲ１１は
、各存在について各々独立して、Ｈ、置換若しくは未置換アルキル基、置換若しくは未置
換アリール基、又は式（ＩＩ）及び（ＩＶ）ではそれらを担う炭素と一緒に置換若しくは
未置換の縮合４～８員炭素環又は置換若しくは未置換の縮合芳香族環、好ましくは縮合フ
ェニル環を形成し；Ｒ１２はアルキル又はシクロアルキルである）のいずれか一つの構造
を有する請求項２３に記載の錯体。
【請求項２５】
　前記窒素含有複素環式カルベン配位子が下記式

【化１２】

のいずれか一つの構造を有する請求項２４に記載の錯体。
【請求項２６】
　下記構造式
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【化１３】

を有する請求項１５に記載の錯体。
【請求項２７】
　下記構造式
【化１４】

を有する請求項１５に記載の錯体。
【請求項２８】
　Ｚ－Ａｕ－Ｘ形状（式中、Ｘはハロゲンである）のハロゲン化金(I)錯体をアルカリ金
属水酸化物と反応させることを備える、請求項１５～２６のいずれか１項に記載のＺ－Ａ
ｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体の製造方法。
【請求項２９】
　請求項１５～２６のいずれか１項に記載のＺ－Ａｕ－ＯＨ形状の少なくとも１種の金(I
)錯体とＨＡ形状の酸を反応させることを備える、請求項１５～２５及び２７のいずれか
１項に記載の下記一般式Ｖ：
【化１５】

の金錯体の製造方法。
【請求項３０】
　医薬用の、
　Ｚ－Ａｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体又は下記一般式Ｖの水酸化二金(I)錯体：
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【化１６】

（式中、基Ｚは、各存在について同一でも異なってもよい２電子供与配位子であり；Ａ－

は、陰イオンである）；又は、
　該Ｚ－Ａｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体若しくは該式Ｖの水酸化二金(I)錯体の、生理
学的に許容し得る塩、エステル若しくは他の生理学的機能性誘導体；又は、
　該Ｚ－Ａｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体、該式Ｖの水酸化二金(I)錯体、又はそれらの
生理学的に許容し得る塩、エステル若しくは他の生理学的機能性誘導体を、１種以上の医
薬として許容し得る担体と共に含む、医薬製剤。
【請求項３１】
　前記基Ｚ及び前記陰イオンＡ－が、請求項３～１４のいずれか１項で定義されるもので
ある、請求項３０に記載の医療用の金錯体。
【請求項３２】
　癌治療用の、
　Ｚ－Ａｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体又は下記一般式Ｖの水酸化二金(I)錯体：

【化１７】

（式中、基Ｚは、各存在について同一でも異なってもよい２電子供与配位子であり；Ａ－

は、触媒としての陰イオンである）；又は、
　該Ｚ－Ａｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体若しくは該式Ｖの水酸化二金(I)錯体の、生理
学的に許容し得る塩、エステル若しくは他の生理学的機能性誘導体；又は、
　該Ｚ－Ａｕ－ＯＨ形状の水酸化金(I)錯体、該式Ｖの水酸化二金(I)錯体、又はそれらの
生理学的に許容し得る塩、エステル若しくは他の生理学的機能性誘導体を、１種以上の医
薬として許容し得る担体と共に含む、医薬製剤。
【請求項３３】
　前記基Ｚ及び前記陰イオンＡ－が、請求項３～１４のいずれか１項で定義されるもので
ある、請求項３２に記載の癌治療用の金錯体。
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